
１
　
は
じ
め
に

　「
舞
姫
」
は
高
等
学
校
現
代
文
の
定
番
教
材
で
あ
り
、
多
く
の
教
科
書
に
採
録

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
擬
古
文
で
あ
り
、
生
徒
に
と
っ
て
言
葉
の
抵
抗
が
大
き
い

の
で
、
生
徒
実
態
に
応
じ
て
扱
っ
た
り
扱
わ
な
か
っ
た
り
し
て
き
た
。

　
平
成
二
三
（
２
０
１
２
）
年
度
か
ら
今
年
度
ま
で
は
毎
年
、
尾
道
北
高
校
三

年
文
系
生
徒
を
対
象
に
し
て
、
生
徒
の
主
体
的
活
動
を
中
心
に
し
た
「
舞
姫
」

の
授
業
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
二
一
年
度
ま
で
実
施
し
て
き
た
夏
目
漱
石
の

「
こ
こ
ろ
」
を
教
材
と
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
で
の
方
法
を
勘
案

し
な
が
ら
単
元
計
画
を
練
っ
た
。「
こ
こ
ろ
」
の
授
業
を
実
施
し
た
時
の
ク
ラ
ス

は
、
習
熟
度
別
・
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
単
位
文
系
・
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
単
位
理
系
の
ク

ラ
ス
で
、
人
数
や
生
徒
実
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
単
元
を
実
施

し
て
き
た
。
平
成
二
三
年
度
か
ら
今
年
度
ま
で
担
当
し
て
い
る
現
代
文
の
授
業

ク
ラ
ス
は
習
熟
度
別
で
、
発
展
・
応
用
的
な
内
容
も
授
業
の
中
に
取
り
入
れ
て

い
る
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
人
数
は
二
〇
人
程
度
で
あ
る
。
各
生
徒
の
古
典
文
法
の

基
礎
力
や
あ
る
程
度
の
語
彙
力
は
定
着
し
て
お
り
、
時
間
が
か
か
っ
て
も
自
力

で
「
舞
姫
」
を
通
読
し
、
注
釈
を
参
考
に
し
な
が
ら
大
体
の
内
容
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
。
実
態
や
人
数
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
の
で
、
各
年
度
と
も
一
人

ひ
と
り
発
表
を
担
当
す
る
箇
所
を
決
め
、
生
徒
の
発
表
・
質
疑
・
意
見
交
換
を

中
心
に
し
た
授
業
を
行
っ
た
。
た
だ
、
授
業
の
方
法
に
つ
い
て
は
前
年
度
の
反

省
を
踏
ま
え
た
り
、
生
徒
の
反
応
や
取
り
組
み
方
に
応
じ
て
変
え
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。

　
溝
上
慎
一
氏
は
「
一
方
向
的
な
知
識
伝
達
型
講
義
を
聴
く
と
い
う
（
受
動
的
）

学
習
を
乗
り
越
え
る
意
味
で
の
、
あ
ら
ゆ
る
能
動
的
な
学
習
の
こ
と
。
能
動
的

な
学
習
に
は
、
書
く
・
話
す
・
発
表
す
る
等
の
活
動
へ
の
関
与
と
、
そ
こ
で
生

じ
る
認
知
プ
ロ
セ
ス
の
外
化
を
伴
う
」
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
定
義
す

る
。
ま
た
堀
哲
夫
氏
は
外
化
と
内
化
に
つ
い
て
「
学
習
者
が
自
ら
の
認
知
過
程

を
表
出
す
る
こ
の
一
連
の
活
動
と
結
果
を
外
化
と
い
う
」「
内
化
の
前
提
と
し
て

内
省
が
行
わ
れ
て
い
る
と
す
る
と
、
内
化
と
は
外
に
あ
る
も
の
を
自
分
の
認
知

過
程
の
中
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
と
き
自
分
自
身
の
認
知
構
造

の
再
編
成
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
ま
で
を
も
含
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
認
知
過
程
の
外
化
は
、
自
分
自
身
の
認
知
過

程
を
具
体
的
に
観
察
可
能
な
形
に
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
内
省
お
よ
び
内
化
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の
促
進
に
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
、
両
者
を
切
り
離
し

て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
え
よ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

　「
舞
姫
」
の
授
業
を
通
し
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
に
お
け
る
生
徒

の
認
知
プ
ロ
セ
ス
の
外
化
と
内
化
に
つ
い
て
分
析
し
て
き
た
。
①
発
表
資
料
に

見
ら
れ
る
認
知
プ
ロ
セ
ス
の
外
化
、
②
授
業
中
の
や
り
と
り
に
お
け
る
認
知
プ

ロ
セ
ス
の
外
化
と
内
化
、
③
ま
と
め
学
習
に
見
ら
れ
る
認
知
プ
ロ
セ
ス
の
外
化

と
内
化
、
と
し
て
整
理
し
て
い
る
。
本
報
告
は
①
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。２

　
単
元
の
展
開

　
単
位
数
は
３
単
位
で
、
各
年
度
と
も
　
時
間
程
度
か
け
て
展
開
し
て
い
る
。

１８

「
授
業
の
進
め
方
の
確
認
と
担
当
範
囲
の
決
定
（
１
時
間
〈
資
料
１
〉」「
発
表
資

料
の
作
成
（
２
時
間
）」「
生
徒
の
発
表
と
質
疑
（
　
時
間
）」「
ま
と
め
学
習

１３

（
１
～
２
時
間
）」
で
あ
る
。

３
　
発
表
資
料
の
形
式
と
内
容

　
発
表
資
料
の
形
式
は
二
つ
の
タ
イ
プ
に
し
て
い
る
。

Ⅰ
　
平
成
二
三
、
二
四
、
二
五
年
度
は
発
表
資
料
の
形
式
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る

が
、
手
順
を
少
し
変
え
て
い
る
。
学
習
の
手
引
き
に
記
し
て
い
る
手
順
は
、
二

三
、
二
四
年
度
が
「
○
担
当
箇
所
か
ら
、
各
自
が
読
解
、
解
釈
す
る
上
で
キ
ー

に
な
る
語
あ
る
い
は
語
句
を
三
つ
抜
き
出
す
。（
評
論
文
等
を
読
解
す
る
上
で
の

キ
ー
ワ
ー
ド
で
は
な
く
、
各
自
が
語
る
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
と
ら
え
る
。）
○

キ
ー
に
な
る
語
、
語
句
を
軸
に
各
自
の
解
釈
・
感
想
等
を
ま
と
め
る
。」
で
あ
り
、

二
五
年
度
は
「
担
当
箇
所
か
ら
、
本
文
中
の
語
句
や
文
を
三
つ
挙
げ
、
そ
の
語

句
に
即
し
て
、
読
み
取
っ
た
こ
と
、
気
づ
い
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
、
疑
問
点

な
ど
を
ま
と
め
る
。（
疑
問
点
に
つ
い
て
は
、
疑
問
点
を
挙
げ
る
だ
け
で
な
く
、

自
分
な
り
に
考
え
た
こ
と
も
ま
と
め
て
お
く
。）」
で
あ
る
。
資
料
の
形
式
は
Ａ

４
版
両
面
で
、
表
に
「
気
づ
き
・
解
釈
・
感
想
等
」
を
ま
と
め
、
裏
に
「
語
句

の
意
味
」「
全
体
を
通
し
て
─
感
想
・
考
え
て
み
た
い
こ
と
」
を
記
す
よ
う
に
し

て
い
る
。
資
料
２
は
二
四
年
度
生
徒
が
作
成
し
た
発
表
資
料
例
で
あ
る
。
平
成

二
九
年
度
は
二
五
年
度
と
同
様
の
も
の
を
使
用
し
た
。

　
な
お
キ
ー
ワ
ー
ド
を
挙
げ
て
解
釈
し
た
内
容
を
整
理
さ
せ
る
取
り
組
み
を
初

め
に
行
っ
た
の
は
平
成
一
五
（
２
０
０
３
）
年
度
で
、
こ
の
時
は
一
場
面
に
複

数
の
生
徒
を
割
り
当
て
、
資
料
を
作
成
さ
せ
た
。
質
疑
の
時
間
は
少
し
取
っ
た

も
の
の
、
報
告
中
心
の
授
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
平
成
二
三
、
二
四
、
二
五
年
度
の
生
徒
が
取
り
上
げ
て
い
た
語
、
語
句
、
文

を
、
資
料
３
の
よ
う
に
整
理
し
た
。
年
度
や
生
徒
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
取
り

上
げ
ら
れ
た
語
や
語
句
に
は
、
共
通
の
も
の
も
多
か
っ
た
。

　
生
徒
は
選
択
し
た
三
つ
の
語
や
語
句
を
軸
に
読
み
取
っ
た
こ
と
・
解
釈
・
気

づ
き
・
感
想
・
疑
問
に
思
う
こ
と
等
を
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
て
お
り
、
単
に

現
代
語
に
言
い
換
え
た
だ
け
の
も
の
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。

　
次
は
テ
キ
ス
ト
を
１
～
　
の
場
面
に
分
け
て
、
資
料
３
に
示
し
て
い
る
語
・

１７

語
句
・
文
を
も
と
に
、
生
徒
が
ど
の
よ
う
に
認
知
プ
ロ
セ
ス
を
外
化
し
た
の
か
、

そ
の
要
点
を
発
表
資
料
の
記
述
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
各
年

度
共
通
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
言
葉
を
中
心
に
し
て
整
理
し
た
。

─　　─６０



１〈
１
・
２
・
３
〉　
　
　
※
〈
　
　
〉
内
の
数
字
は
形
式
段
落
番
号
で
あ
る
。

石
炭
を
ば
は
や
積
み
果
て
つ
（
Ａ
・
Ｃ
）＝
文
字
通
り
の
意
味
を
と
っ
た
も
の
と

助
動
詞
「
つ
」
に
着
目
し
て
豊
太
郎
の
悔
恨
に
つ
な
げ
た
も
の
。

別
に
故
あ
り
（
Ａ
・
Ｂ
）
人
知
ら
ぬ
恨
み
（
Ａ
・
Ｂ
）＝
豊
太
郎
の
心
の
動
き
と

悔
恨
の
思
い
で
激
し
く
悩
み
苦
し
ん
で
い
る
心
。

２〈
４
・
５
・
６
・
７
・
８
〉

我
を
襲
ふ
外
物
を
遮
り
と
ど
め
た
り
き
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
）＝
意
気
揚
々
と
伯
林
に
到

着
し
た
豊
太
郎
の
姿
、
豊
太
郎
の
決
意
の
強
さ
、
故
郷
を
思
う
気
持
ち
の
強
さ
。

政
治
学
を
修
め
ん
（
Ｂ
・
Ｃ
）＝
豊
太
郎
の
志
。
慎
重
さ
や
先
見
性
に
欠
け
て
い

る
一
面
。

３〈
９
〉

好
尚
（
Ｂ
・
Ｃ
）
奥
深
く
潜
み
た
り
し
ま
こ
と
の
我
（
Ｂ
・
Ｃ
）
昨
日
ま
で
の

我
な
ら
ぬ
我
を
攻
む
る
に
似
た
り
（
Ａ
・
Ｃ
）
大
学
（
Ｂ
）＝
豊
太
郎
の
本
性
や

自
我
の
目
覚
め
、
心
の
変
化
。

広
言
し
つ
（
Ａ
・
Ｃ
）＝
豊
太
郎
の
目
に
見
え
る
変
化
。

４〈
　
・
　
・
　
・
　
〉

１０

１１

１２

１３

我
が
心
（
Ａ
・
Ｃ
）
我
が
本
性
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
）
勇
気
（
Ａ
）
弱
く
ふ
び
ん
な

る
心
（
Ｂ
）＝
豊
太
郎
の
弱
さ
の
分
析
（
外
物
を
恐
れ
る
弱
さ
、
精
神
力
の
弱

さ
）。
自
分
の
弱
さ
に
日
本
に
い
る
時
に
も
薄
々
気
づ
い
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
が
、
ド
イ
ツ
で
の
体
験
を
重
ね
る
う
ち
に
は
っ
き
り
自
覚
し
た
の
だ
と
い

う
見
解
。
自
分
を
冷
静
に
客
観
視
し
、
周
囲
の
嘲
り
や
嫉
み
に
堪
え
て
い
る

豊
太
郎
の
姿
か
ら
並
々
で
な
い
精
神
力
の
持
ち
主
だ
と
す
る
捉
え
。

５〈
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
〉

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

恍
惚
（
Ａ
）＝
出
会
い
の
前
の
静
か
な
時
間
。

憐
憫
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
）＝
エ
リ
ス
と
初
め
て
出
会
っ
た
時
の
豊
太
郎
の
心
情
。
エ

リ
ス
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
豊
太
郎
の
様
子
。
エ
リ
ス
の
状
況
や
エ
リ
ス
か

ら
見
た
豊
太
郎
の
印
象
。

６〈
　
・
　
・
　
・
　
・
　
〉

２１

２２

２３

２４

２５

※
エ
リ
ス
の
家
を
訪
れ
る
場
面
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
語
句
が
あ
げ
ら
れ
、
人
目
を

気
に
す
る
豊
太
郎
や
エ
リ
ス
の
貧
し
い
暮
ら
し
ぶ
り
や
母
親
の
行
動
を
ま
と

め
て
い
た
。

媚
態
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
）＝
エ
リ
ス
の
意
図
的
な
も
の
か
、
も
と
も
と
の
気
質
な
の

か
、
ど
ち
ら
に
せ
よ
こ
こ
で
豊
太
郎
が
エ
リ
ス
に
魅
力
を
感
じ
、
想
う
気
持

ち
が
芽
生
え
て
い
る
と
い
う
捉
え
。

時
計
（
Ａ
）＝
豊
太
郎
の
誠
実
さ
。
豊
太
郎
自
身
エ
リ
ス
と
の
関
係
の
発
端
が
こ

こ
に
あ
っ
た
と
気
づ
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
考
え
。

７〈
　
・
　
・
　
・
　
〉

２６

２７

２８

２９

※
豊
太
郎
に
状
況
の
変
化
が
起
こ
る
場
面
で
、
こ
こ
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
語
句
が

あ
げ
ら
れ
て
い
た
。

舞
姫
の
群
れ
に
漁
す
る
も
の
（
Ａ
）＝
同
郷
人
の
豊
太
郎
へ
の
見
方
。

旨
（
Ｃ
）＝
豊
太
郎
が
窮
地
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
の
要
因
。

母
の
死
（
Ｂ
）＝
衝
撃
や
日
本
か
ら
遠
の
く
思
い
。

舞
姫
（
Ｂ
）＝
舞
姫
の
は
か
な
い
身
の
上
を
豊
太
郎
と
重
ね
る
捉
え
方
。

余
は
彼
が
身
の
事
に
～
秘
め
た
ま
へ
（
Ｃ
）＝
エ
リ
ス
を
傷
つ
け
ま
い
と
す
る
豊

太
郎
の
思
い
や
豊
太
郎
と
離
れ
た
く
な
い
と
い
う
エ
リ
ス
の
思
い
。

我
が
一
身
の
大
事
は
前
に
横
た
は
り
て
（
Ａ
・
Ｃ
）＝
免
官
さ
れ
、
日
本
に
帰
る

か
ド
イ
ツ
に
滞
在
す
る
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
て
い
る
豊
太
郎
の
状
況
。

離
れ
が
た
き
仲
（
Ｂ
）＝
エ
リ
ス
と
の
関
係
の
深
ま
り
。

─　　─６１



８〈
　
・
　
・
　
・
　
〉

３０

３１

３２

３３

身
の
浮
か
ぶ
瀬
あ
ら
じ
（
Ｂ
）
免
官
（
Ａ
）＝
豊
太
郎
の
状
況
と
葛
藤
。

相
沢
謙
吉
（
Ａ
・
Ｂ
）＝
豊
太
郎
の
よ
き
理
解
者
で
問
題
を
解
決
し
て
く
れ
た
相

沢
像
。

助
け
の
綱
（
Ｂ
・
Ｃ
）＝
エ
リ
ス
に
も
助
け
ら
れ
て
憂
き
が
中
に
も
楽
し
き
月
日

を
送
っ
て
い
る
豊
太
郎
の
生
活
。

休
息
所
（
Ｃ
）＝
通
信
員
と
し
て
の
仕
事
を
し
て
い
る
豊
太
郎
の
様
子
や
集
ま
っ

て
い
る
人
た
ち
と
豊
太
郎
た
ち
と
の
違
い
。

９〈
　
・
　
〉

３４

３５

学
問
（
Ａ
・
Ｂ
）＝
豊
太
郎
の
他
者
と
は
違
う
と
い
う
プ
ラ
イ
ド
や
、
身
に
つ
け

た
新
し
い
価
値
観
。（「
さ
れ
ど
」
や
「
一
種
の
見
識
」
に
も
着
目
）

一
隻
の
眼
孔
（
Ｂ
）
留
学
生
（
Ａ
・
Ｃ
）＝
豊
太
郎
の
自
分
の
能
力
へ
の
自
負
。

　〈
　
・
　
／
　
・
　
・
　
〉

１０
３６

３７

３８

３９

４０

冬
は
来
に
け
り
（
Ａ
）
雀
の
死
（
Ａ
・
Ｂ
）＝
季
節
の
変
化
・
冬
の
寒
さ
。
豊
太

郎
の
身
の
大
き
な
変
化
へ
の
兆
し
。

心
は
楽
し
か
ら
ず
（
Ａ
・
Ｃ
）＝
エ
リ
ス
の
妊
娠
に
よ
る
、
生
活
や
豊
太
郎
自
ら

の
運
命
に
対
す
る
不
安
。

不
興
な
る
面
も
ち
（
Ａ
・
Ｂ
）＝
チ
ャ
ン
ス
に
乗
り
気
に
な
れ
な
い
豊
太
郎
の
気

持
ち
。

我
が
豊
太
郎
の
君
と
は
見
え
ず
（
Ａ
・
Ｃ
）
富
貴
（
Ｂ
・
Ｃ
）
見
棄
て
た
ま
は

じ
（
Ｂ
・
Ｃ
）＝
エ
リ
ス
の
不
安
や
予
感
。

　〈
　
・
　
・
　
／
　
・
　
・
　
〉

１１
４１

４２

４３

４４

４５

４６

相
沢
（
Ａ
）
生
路
（
Ｂ
）
諫
む
る
（
Ａ
）＝
相
沢
の
人
物
像
、
豊
太
郎
と
の
対
比
。

弱
き
心
（
Ｂ
）＝
こ
の
場
面
で
の
豊
太
郎
の
弱
さ
。

棄
て
難
き
は
エ
リ
ス
が
愛
（
Ｃ
）
余
は
守
る
と
こ
ろ
は
～
否
と
は
え
答
へ
ぬ
が

常
な
り
（
Ｃ
）＝
自
己
矛
盾
に
苦
し
む
豊
太
郎
の
姿
。

信
用
（
Ｂ
）＝
豊
太
郎
の
才
能
。

寒
さ
は
こ
と
さ
ら
に
堪
へ
が
た
く
（
Ａ
・
Ｃ
）
一
種
の
寒
さ
（
Ｃ
）＝
豊
太
郎
の

苦
悩
や
心
情
の
変
化
。
良
く
な
い
こ
と
が
起
き
る
こ
と
へ
の
暗
示
。

　〈
　
・
　
／
　
・
　
〉

１２
４７

４８

４９

５０

い
か
で
命
に
従
は
ざ
ら
ん
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
）＝
葛
藤
し
て
い
た
豊
太
郎
の
、
即
座

に
承
諾
・
選
択
し
た
行
為
。

偽
り
な
き
我
が
心
（
Ａ
・
Ｂ
）＝
エ
リ
ス
の
豊
太
郎
へ
の
信
頼
と
豊
太
郎
の
気
持

ち
の
変
化
。

心
細
き
こ
と
（
Ａ
）
う
し
ろ
め
た
か
る
（
Ａ
・
Ｃ
）＝
エ
リ
ス
の
こ
と
を
気
が
か

り
に
思
う
気
持
ち
。

仏
蘭
西
語
を
～
余
な
り
き
（
Ａ
）＝
自
分
は
栄
光
の
世
界
に
相
応
し
い
の
だ
と
い

う
豊
太
郎
の
自
信
。

　〈
　
・
　
／
　
・
　
〉

１３
５１

５２

５３

５４

エ
リ
ス
（
Ｂ
）
文
（
Ａ
・
Ｂ
）＝
エ
リ
ス
像
。
豊
太
郎
の
心
を
つ
な
ぎ
と
め
よ
う

と
す
る
エ
リ
ス
の
思
い
や
心
細
さ
。

灯
火
（
Ａ
）＝
エ
リ
ス
の
心
細
さ
や
寂
し
さ
。

忘
れ
ざ
り
き
（
Ａ
）＝
手
紙
が
な
か
っ
た
ら
エ
リ
ス
の
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
と
い
う
見
方
。

地
位
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
）＝「
地
位
」
の
解
釈
。
手
紙
を
読
ん
で
は
じ
め
て
大
臣
の

信
頼
が
出
世
の
可
能
性
に
つ
な
が
る
こ
と
に
気
づ
く
豊
太
郎
。
相
沢
と
の
関
係
。

　〈
　
・
　
・
　
／
　
・
　
・
　
〉

１４
５５

５６

５７

５８

５９

６０

独
逸
に
来
し
初
め
に
～
誇
り
あ
し
に
あ
ら
ず
や
（
Ｃ
）
糸
（
Ａ
）＝
結
局
変
わ
っ

─　　─６２



て
い
な
い
豊
太
郎
像
。

寂
然
た
り
（
Ｂ
）＝
豊
太
郎
の
思
い
。

我
が
心
（
Ａ
）
低
徊
踟
躕
（
Ｂ
）＝
豊
太
郎
の
迷
い
。

襁
褓
（
Ａ
・
Ｃ
）
黒
き
ひ
と
み
（
Ａ
・
Ｃ
）
あ
だ
し
名
（
Ｂ
・
Ｃ
）
涙
満
ち
た

り
（
Ａ
・
Ｃ
）＝
エ
リ
ス
の
豊
太
郎
に
対
す
る
切
実
な
思
い
や
不
安
。
エ
リ
ス
の
思

い
が
か
え
っ
て
豊
太
郎
の
心
を
エ
リ
ス
か
ら
離
す
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
見
方
。

　〈
　
・
　
・
　
・
　
／
　
・
　
・
　
〉

１５
６１

６２

６３

６４

６５

６６

６７

相
沢
（
Ｃ
）
特
操
な
き
心
（
Ａ
）
承
り
は
べ
り
（
Ａ
）＝
豊
太
郎
の
弱
さ
。

帰
り
て
エ
リ
ス
に
何
と
か
言
は
ん
（
Ｃ
）
心
の
錯
乱
（
Ｂ
）＝
エ
リ
ス
へ
の
申
し

訳
な
さ
で
な
す
す
べ
も
な
く
な
っ
て
い
る
豊
太
郎
の
状
態
。

罪
人
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
）＝
豊
太
郎
の
罪
悪
感
や
自
己
嫌
悪
、
自
分
を
責
め
る
気
持

ち
、
後
悔
。

一
星
の
火
（
Ａ
）＝
豊
太
郎
の
身
勝
手
さ
か
ら
自
ら
の
人
生
や
気
持
ち
を
翻
弄
さ

れ
た
エ
リ
ス
の
姿
。

痛
み
（
Ａ
）＝
身
体
の
痛
み
だ
け
で
な
く
罪
悪
感
に
よ
る
心
の
痛
み
。

雪
（
Ａ
）＝
豊
太
郎
と
エ
リ
ス
の
人
生
を
翻
弄
す
る
周
囲
や
運
命
。

　〈
　
・
　
・
　
・
　
〉

１６
６８

６９

７０

７１

精
神
的
に
殺
し
し
な
り
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
）＝
豊
太
郎
の
相
沢
を
憎
む
心
。

我
が
豊
太
郎
ぬ
し
、
か
く
ま
で
に
我
を
ば
欺
き
た
ま
ひ
し
か
（
Ｃ
）
襁
褓
（
Ｂ
）

精
神
の
作
用
は
ほ
と
ん
ど
廃
し
て
（
Ａ
）＝
豊
太
郎
と
の
別
れ
を
告
げ
ら
れ
た
エ

リ
ス
の
衝
撃
や
絶
望
感
。

生
け
る
屍
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
）
千
行
の
涙
（
Ｂ
・
Ｃ
）＝
エ
リ
ス
の
痛
ま
し
い
姿
や

エ
リ
ス
を
不
幸
に
し
た
こ
と
へ
の
豊
太
郎
の
後
悔
や
辛
さ
、
悲
し
み
。

　〈
　
〉

１７
７２

相
沢
謙
吉
（
Ｂ
・
Ｃ
）＝
人
物
像
。

良
友
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
）＝
相
沢
が
良
友
で
あ
る
理
由
。

脳
裡
（
脳
裏
）
に
一
点
（
Ｂ
・
Ｃ
）
憎
む
こ
こ
ろ
（
Ａ
・
Ｂ
）＝
憎
む
理
由
。
豊

太
郎
の
心
情
や
人
物
像
。

今
日
（
Ａ
）＝
相
沢
を
憎
む
こ
こ
ろ
は
永
遠
に
残
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
。

　
前
述
の
内
容
は
、
主
人
公
で
あ
る
豊
太
郎
の
行
動
や
心
情
を
ま
と
め
て
い
た

も
の
（
ア
）、
場
面
に
応
じ
て
豊
太
郎
と
関
係
す
る
人
々
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い

る
も
の
（
イ
）
情
景
や
事
物
を
象
徴
的
に
と
ら
え
、
登
場
人
物
の
状
況
や
心
情

と
結
び
つ
け
て
い
る
も
の
（
ウ
）
の
三
点
に
整
理
さ
れ
る
。（
ア
）
が
最
も
多
い
。

そ
れ
ぞ
れ
が
選
択
し
た
言
葉
を
通
し
て
、
登
場
人
物
に
寄
り
添
い
、
読
み
取
っ

た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
な
ど
を
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
、
心
情

や
人
物
像
を
深
く
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
た
。

　（
ア
）
に
つ
い
て
は
、
主
に
、
豊
太
郎
の
人
物
像
、
決
意
・
志
、
自
我
の
目
覚

め
、
状
況
・
行
動
・
心
の
変
化
、
エ
リ
ス
へ
の
愛
や
関
係
の
深
ま
り
、
母
の
死

に
よ
る
衝
撃
、
学
問
へ
の
思
い
、
新
た
な
見
識
を
得
た
プ
ラ
イ
ド
、
葛
藤
や
迷

い
・
苦
悩
、
エ
リ
ス
の
妊
娠
へ
の
不
安
、
弱
き
心
、
選
択
と
承
諾
、
ロ
シ
ア
で

の
自
負
、
エ
リ
ス
へ
の
後
ろ
め
た
さ
・
離
別
の
心
、
罪
悪
感
・
自
責
の
念
、
相

沢
を
憎
む
心
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　（
イ
）
に
つ
い
て
は
、
エ
リ
ス
に
関
し
て
、
状
況
・
人
物
像
、
豊
太
郎
へ
の
愛

や
信
頼
、
別
離
へ
の
予
感
や
不
安
、
切
実
な
願
い
、
帰
国
を
知
っ
た
衝
撃
・
絶

望
感
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
相
沢
に
つ
い
て
は
そ
の
人
物
像
や
豊
太
郎
と

の
対
比
が
述
べ
ら
れ
る
。

　（
ウ
）
に
つ
い
て
は
、〈
冬
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
〉〈
灯
火
〉〈
雪
〉〈
一
星
の
火
〉
な
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ど
を
豊
太
郎
や
エ
リ
ス
の
運
命
と
結
び
つ
け
て
い
た
。

　
生
徒
は
、
自
分
が
語
る
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
や
キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス
を
選
択
す

る
と
き
、
担
当
範
囲
の
内
容
を
ど
う
と
ら
え
る
か
、
思
考
を
め
ぐ
ら
し
て
い
た

だ
ろ
う
。
取
り
あ
げ
た
言
葉
に
は
共
通
の
も
の
も
多
く
あ
り
、
そ
れ
ら
は
そ
の

範
囲
に
お
け
る
核
に
な
る
言
葉
、
小
説
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
言
葉
で

あ
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
生
徒
は
取
り
あ
げ
た
語
句
を
も
と
に
見
解
を
ま
と

め
る
に
あ
た
り
、
一
部
、
記
号
を
用
い
た
り
、
箇
条
書
き
に
し
た
り
し
た
も
の

も
あ
っ
た
が
、
基
本
的
に
は
文
章
化
し
て
い
る
。
文
章
化
の
試
み
か
ら
は
、
長

短
や
内
容
の
差
が
あ
っ
て
も
、
自
身
の
考
え
を
深
め
よ
う
と
す
る
意
識
が
う
か

が
え
た
。

Ⅱ
　
平
成
二
六
、
二
七
、
二
八
年
度
は
、
資
料
の
上
段
に
本
文
を
載
せ
、
下
段

に
「
気
づ
き
・
解
釈
・
感
想
・
疑
問
等
」、
資
料
の
左
端
に
「
全
体
を
通
し
て
考

え
て
み
た
い
こ
と
・
感
想
」
を
書
か
せ
る
形
式
に
し
た
。（
資
料
４
）

　
次
は
二
八
年
度
二
〇
名
〔（
１
）～（
　
）〕
の
生
徒
の
資
料
内
容
の
特
徴
を
発

２０

表
順
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
本
年
度
は
単
元
終
了
後
、
５
項
目
に
つ

い
て
「
で
き
た
こ
と
」「
も
う
一
歩
だ
と
思
う
こ
と
」
を
書
か
せ
て
い
る
。

（
１
）
主
人
公
の
心
情
や
状
況
に
つ
い
て
、
叙
述
を
押
さ
え
つ
つ
自
分
の
言
葉
で

ま
と
め
て
い
る
。

（
２
）
本
文
中
の
細
か
な
表
現
に
着
目
し
て
い
た
。「
某
省
に
出
仕
し
て
」
と
い

う
箇
所
に
つ
い
て
は
「
豊
太
郎
は
過
去
の
栄
光
を
ど
う
で
も
よ
く
思
っ
て
い
る
。

誇
り
に
思
っ
て
い
た
ら
『
某
』
と
は
言
わ
ず
き
ち
ん
と
覚
え
て
い
る
」
と
ま
と

め
、「
隊
々
の
士
女
を
見
よ
」
に
つ
い
て
「
読
者
は
わ
か
る
は
ず
が
な
い
の
に
そ

の
当
時
に
戻
っ
た
か
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。
ベ
ル
リ
ン
で
の
印
象
が
鮮
明

で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。」
と
述
べ
て
い
た
。

（
３
）
各
段
落
か
ら
読
み
取
れ
る
登
場
人
物
の
状
況
と
人
物
像
を
自
分
の
言
葉
で

簡
潔
に
ま
と
め
て
お
り
、
生
徒
か
ら
も
「
よ
く
理
解
で
き
た
」「
豊
太
郎
の
人
物

像
が
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
」
な
ど
の
感
想
が
述
べ
ら
れ
た
。

（
４
）
担
当
箇
所
の
前
の
部
分
も
踏
ま
え
つ
つ
、
丁
寧
に
整
理
さ
れ
て
い
る
発
表

資
料
で
豊
太
郎
の
変
化
が
よ
く
理
解
で
き
た
と
い
う
感
想
が
多
く
あ
っ
た
。

（
５
）
叙
述
に
即
し
て
豊
太
郎
の
人
物
像
を
ま
と
め
て
い
る
。「
ど
こ
の
文
の
表

現
を
説
明
し
て
い
る
の
か
分
か
り
に
く
い
点
も
あ
っ
た
の
で
も
う
少
し
見
や
す

く
ま
と
め
ら
れ
た
ら
よ
か
っ
た
。」
と
い
う
反
省
点
を
あ
げ
て
い
た
。

（
６
）
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
あ
げ
つ
つ
、
自
身
が
考
え
た
こ
と
を
整
理
し
て
い

る
。
比
喩
の
説
明
や
対
比
的
な
叙
述
に
つ
い
て
的
確
な
説
明
を
し
て
い
た
。
助

動
詞
の
文
法
的
意
味
、
敬
語
の
種
類
、
省
略
語
の
補
足
を
本
文
に
書
き
込
ん
で

い
た
。

（
７
）
エ
リ
ス
と
豊
太
郎
の
状
況
や
人
物
像
を
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
て
い
る
。

「
本
文
か
ら
読
み
と
れ
る
こ
と
を
も
う
少
し
プ
リ
ン
ト
に
ま
と
め
て
お
け
ば
よ

か
っ
た
」
と
反
省
し
て
い
た
が
、
書
き
き
れ
て
い
な
い
内
容
に
つ
い
て
は
口
頭

で
説
明
し
て
い
た
。

（
８
）
こ
れ
ま
で
の
本
文
の
展
開
を
整
理
し
た
上
で
、
担
当
範
囲
の
一
文
目
「
あ

あ
、
な
ん
ら
の
悪
因
ぞ
」
に
つ
い
て
の
解
釈
を
示
し
、
次
の
展
開
を
ま
と
め
る

と
い
う
工
夫
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
母
の
死
の
理
由
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る

こ
と
を
①
偶
然
の
病
死
②
豊
太
郎
が
解
職
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
恥
ず
か
し
さ

か
ら
の
自
死
③
踊
り
子
と
交
際
し
て
い
る
こ
と
の
恥
ず
か
し
さ
か
ら
の
自
死
と

し
て
三
点
整
理
し
て
い
た
が
、
当
時
の
郵
便
制
度
か
ら
し
て
②
は
考
え
ら
れ
な

い
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
母
の
手
紙
の
内
容
に
つ
い
て
考
え
得
る
こ
と
を
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ま
と
め
て
い
た
。

（
９
）
エ
リ
ス
の
人
物
像
や
エ
リ
ス
と
の
交
際
の
変
化
に
つ
い
て
簡
潔
に
説
明
し

て
い
る
。「
母
に
は
こ
れ
を
秘
め
た
ま
へ
と
言
ひ
ぬ
」
の
理
由
な
ど
叙
述
に
即
し

て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
。

（
　
）
疑
問
点
を
あ
げ
な
が
ら
、
自
分
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
エ
リ
ス
の
こ
と

１０が
「
彼
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
気
づ
き
を
述
べ
る
。
人
物
関
係
が
と

て
も
わ
か
り
や
す
く
整
理
さ
れ
て
い
て
、
他
の
生
徒
も
絶
賛
し
て
い
た
。

（
　
）「
我
が
学
問
は
荒
み
ぬ
」
の
繰
り
返
し
、「
異
に
て
」
や
「
よ
り
は
む
し

１１ろ
」「
こ
と
さ
ら
に
」
と
い
う
比
較
に
関
わ
る
表
現
、「
さ
れ
ど
」
と
い
う
逆
接

表
現
に
着
目
し
、
豊
太
郎
の
〈
今
ま
で
〉
と
〈
現
在
〉
の
生
活
や
心
情
を
比
較

し
て
い
る
。

（
　
）
豊
太
郎
や
エ
リ
ス
の
発
言
や
表
情
、
心
情
に
関
わ
る
叙
述
を
押
さ
え
つ
つ
、

１２心
情
を
丁
寧
に
ま
と
め
て
い
る
。

（
　
）
記
号
や
図
を
有
効
に
使
い
な
が
ら
、
担
当
箇
所
の
内
容
を
丁
寧
に
整
理
し

１３て
い
た
。「
我
が
失
行
」
や
相
沢
の
考
え
な
ど
明
快
に
ま
と
め
て
い
た
。
担
当
者

は
、
国
名
の
漢
字
表
記
や
鷗
外
の
漱
石
観
、「
舞
姫
」
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
歌

詞
を
示
し
た
補
足
参
考
資
料
も
作
成
し
て
い
る
。

（
　
）
一
文
一
文
を
丁
寧
に
押
さ
え
つ
つ
、
豊
太
郎
の
心
情
や
人
物
像
を
読
み
取

１４り
、
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
て
い
る
。

（
　
）
形
式
段
落
ご
と
に
整
理
し
な
が
ら
、
疑
問
点
を
出
し
、
自
分
な
り
の
解
答

１５を
作
る
と
い
う
流
れ
で
ま
と
め
て
い
た
。

（
　
）
エ
リ
ス
の
手
紙
の
内
容
、
豊
太
郎
の
置
か
れ
た
状
況
に
つ
い
て
、
わ
か
り

１６や
す
く
整
理
し
て
い
る
。

（
　
）
図
式
的
に
豊
太
郎
と
エ
リ
ス
の
思
い
を
表
し
て
い
る
。
問
い
を
た
て
つ
つ

１７

担
当
者
の
解
釈
を
示
し
て
い
る
。

（
　
）〈
気
づ
き
〉〈
疑
問
〉〈
感
想
〉
と
し
て
整
理
し
て
い
る
。
自
分
が
豊
太
郎

１８の
立
場
だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
る
。

（
　
）
エ
リ
ス
の
言
葉
、
エ
リ
ス
の
様
子
、
豊
太
郎
の
様
子
を
押
さ
え
つ
つ
、
感

１９想
を
ま
と
め
て
い
る
。

（
　
）
当
時
の
時
代
背
景
（
日
本
・
西
洋
）
を
説
明
す
る
。
現
代
語
訳
し
、
豊
太

２０郎
の
人
物
像
を
ま
と
め
て
い
る
。「
良
友
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、「
憎
い
」

の
は
な
ぜ
か
、
ど
う
す
れ
ば
よ
り
よ
い
結
末
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ

う
か
と
い
う
疑
問
点
を
提
示
し
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
て
い
る
。

　
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
担
当
箇
所
に
お
け
る
登
場
人
物
の
状
況
、
心
情
、
人
物

像
を
叙
述
に
即
し
な
が
ら
自
分
の
言
葉
で
明
快
に
説
明
し
て
い
た
。
矢
印
な
ど

の
記
号
を
使
用
し
な
が
ら
段
落
の
展
開
に
沿
っ
て
ま
と
め
て
い
る
も
の
が
多
い

が
、
人
物
関
係
を
う
ま
く
図
式
化
し
て
示
し
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
叙
述
の
展

開
に
沿
っ
た
ま
と
め
方
で
は
な
く
担
当
箇
所
の
内
容
を
捉
え
直
し
、
わ
か
り
や

す
く
構
造
化
し
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。
ま
た
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
担

当
箇
所
の
前
の
内
容
を
ま
と
め
て
資
料
に
加
え
る
と
い
う
工
夫
を
し
て
い
た
も

の
も
あ
っ
た
。
疑
問
点
を
あ
げ
、
そ
の
疑
問
点
に
つ
い
て
の
自
身
の
見
解
を
ま

と
め
る
と
い
う
形
式
を
と
っ
た
も
の
が
数
名
い
る
。
そ
の
他
古
文
学
習
の
よ
う

に
、
助
動
詞
の
文
法
的
意
味
・
敬
語
の
種
類
・
省
略
語
の
補
足
を
資
料
本
文
に

書
き
込
ん
で
い
た
も
の
、
細
か
な
表
現
に
着
目
し
て
、
自
分
の
解
釈
を
書
い
て

い
た
も
の
、
主
人
公
の
今
ま
で
と
現
在
の
生
活
や
心
情
を
比
較
す
る
の
に
、
接

続
詞
や
副
詞
な
ど
を
抜
き
出
し
説
明
し
て
い
た
も
の
が
あ
っ
た
。
全
体
と
し
て

発
表
資
料
は
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
さ
れ
て
お
り
、
生
徒
は
他
者
の
資
料
か
ら
学
び
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あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
授
業
者
と
し
て
も
生
徒
の
着
眼
点
や
ま
と
め
方
な
ど
思

い
も
よ
ら
な
か
っ
た
点
も
あ
り
、
学
ぶ
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
。
発
表
資
料
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
の
個
性
が
出
て
い
た
と
言
え
る
。

４
　
お
わ
り
に

　
発
表
資
料
の
形
式
は
授
業
の
効
率
を
考
え
て
授
業
者
が
決
め
た
の
で
あ
る
が
、

形
式
の
違
い
に
よ
り
生
徒
の
認
知
プ
ロ
セ
ス
の
外
化
に
も
違
い
が
見
ら
れ
た
。

Ⅰ
で
は
取
り
上
げ
た
語
（
語
句
・
文
）
を
軸
に
し
て
、
自
身
の
見
解
を
文
章
化

す
る
こ
と
に
よ
り
発
表
内
容
は
焦
点
化
さ
れ
る
。
ま
た
そ
の
言
葉
か
ら
の
広
が

り
や
含
み
を
考
慮
し
つ
つ
、
読
み
を
深
め
よ
う
と
す
る
意
識
が
う
か
が
え
た
。

Ⅱ
で
は
叙
述
や
展
開
に
即
し
た
整
理
・
図
式
化
、
担
当
範
囲
の
内
容
の
構
造
化
、

疑
問
点
の
提
示
、
独
自
な
着
眼
点
な
ど
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
多
様
な
ま
と
め

方
が
見
ら
れ
た
。

　
担
当
者
の
報
告
終
了
後
は
、
解
釈
の
違
い
・
補
足
、
疑
問
点
、
新
た
な
気
づ

き
、
感
想
等
を
出
し
合
う
対
話
学
習
を
展
開
し
た
が
、
別
稿
で
ま
と
め
よ
う
と

考
え
て
い
る
。

参
考
・
引
用
文
献

溝
上
慎
一
『
ア
ク
テ
イ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
教
授
学
習
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
』
２

０
１
４
年
　
東
信
堂

堀
哲
夫
「
認
知
過
程
の
外
化
と
内
化
を
生
か
し
た
メ
タ
認
知
の
育
成
に
関
す
る

研
究
」
２
０
０
９
年
　
山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学
部
紀
要（

広
島
大
学
研
究
生
）
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。
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【
資
料
２
】

【資料３】
◇次は二三年度、二四年度、二五年度の発表資料で生徒が取りあげていたキーワードやキーセンテンスを整理したも
のである。
◇担当クラスの生徒数は、二三年度が２３名で、二四年度・二五年度が１７名である。表は担当順に整理している。
◇（　）内の数字は「舞姫」の形式段落番号である。
◇各年度共通するキーワードについてはアンダーラインを引いている。

Ｃ　二十五（２０１３）年度
語句・文

Ｂ　二十四（２０１２）年度
キーになる語句

Ａ　二十三（２０１１）年度
キーになる語句

○石炭をばはや積み果てつ（１）
○平生の望み足りて、洋行の官名をかうむり、（１）

○瑞西の山色をも見せず、伊太利の古跡にも心を
とどめさせず（２）

○これには別に故あり
（１．２）
○人知らぬ恨み（２）

１○石炭をばはや積み果てつ
（１）
○別に故あり（１．２）
○人知らぬ恨み（２）

１

○我が名を成さんも、我が家を興さんも、今ぞと
思ふ心の勇み立ちて（４）
○されど我が胸にはたとひいかなる境に遊びても
あだなる美観に心をば動かさじの誓ひありて常に
我を襲ふ外物を遮りとどめたりき（５）
○さて官事の暇あるごとに、かねて公の許しをば
得たりければ、ところの大学に入りて政治学を修
めんと、名を簿冊に記させつ（７）

○伯林の都に来ぬ（４）

○常に我を襲ふ外物を遮り
とどめたりき（５）
○政治学を修めん（７）

２○太田豊太郎（４）

○我を襲ふ外物を遮ぎりと
どめたりき（５）

○をさなき心（８）

２

○かくて三年ばかりは夢のごとくにたちしが、時
来たれば包みても包み難きは人の好尚なるら
ん、～奥深く潜みたりしまことの我は、やうやう
表に現れて、昨日までの我ならぬ我を攻むるに似
たり（９）
○余はひそかに思ふやう、～法律たらんは忍ぶべ
からず（９）
○今までは～広言しつ（９）

○好尚（９）
○奥深く潜みたりしまこと
の我（９）

○大学（９）

３○所動的、器械的の人物
（９）

○昨日までの我ならぬ我を
攻むるに似たり（９）

○広言しつ（９）

３
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○心のままに用ゐるべき器械・独立の思想をいだ
きて人並みならぬ面もちしたる（１０）
○我が心はかの合歓といふ木の葉に似て、物触れ
ば縮みて避けんとす。我が心は処女似たり（１１）
○嗚呼、かれも一時、船の横浜を離るるまでは
あっぱれ豪傑と思ひし身も、せきあへぬ涙に手巾
を濡らしつるを我ながら怪しと思ひしが、これぞ
なかなかに我が本性なりける。この心は～生じけ
ん（１１）

○我が本性（１１）
○弱くふびんなる心（１２）
○冤罪（１３）

４○我が心（１１）

○勇気（１１）

○我が本性（１１）

４

○我が臆病なる心は憐憫の情に打ち勝たれ～我な
がら我が大胆なるにあきれたり（１６）
○あとは欷歔の声のみ。我が眼はこのうつむきた
る少女のふるふ項にのみ注がれたり（１９）
○彼は物語するうちに、覚えず我が肩に倚りしが、
この時ふと頭をもたげ、またはじめて我を見たる
がごとく、恥ぢて我がそばを飛びのきつ（２０）

○憐憫の情（１６）
○涙の泉（１７）
○君は善き人なり（１７）

５○恍惚（１４）
○憐憫（１６）

○救ひ（１８）

５

○さきの老媼は慇懃におのが無礼の振るまひせし
を詫びて、余を迎へ入れつ（２２）
○金をば薄き給金を割きて返しまゐらせん。よし
や我が身は食はずとも。それもならずば母の言葉
に（２３）
○その見上げたる目には、人に否とは言はせぬ媚
態あり。この目のはたらきは知りてするにや、ま
た、自らは知らぬにや。（２３）

○人の見るが厭わしさ
（２１）
○茫然（２２）

○媚態（２３）

６○貧苦（２１）

○媚態（２３）
○時計（２４）

６

○さらぬだに余がすこぶる学問の岐路に走るを知
りて憎み思ひし官長は、つひに旨を公使館に伝へ
て、我が官を免じ、我が職を解いたり（２７）

○余は彼が身の事に関はりしを包み隠しぬれど、
彼は余に向かひて母にはこれを秘めたまへと言ひ
ぬ（２８）
○我が一身の大事は前に横たはりて、～ここに及
びしをいかにせん（２９）

○母の死（２７）

○舞姫（２８）

○離れがたき仲（２９）

７○一輪の名花を咲かせたり
（２６）
○舞姫の群れに漁するもの
（２６）

○我が一身の大事は前に横
たはりて（２９）

７

○公使に約せし日も近づき、我が命は迫りぬ・こ
の時余を助けしは～相沢謙吉なり・助けの綱を～
エリスなりき（３０～３２）
○余はキヨオニヒ街の間口狭く奥行きのみいと長
き休息所に赴き～材料を集む・この截り開きたる
引き窓より光を採れる室にて～臂を並べ～幾たび
となく往来す日本人を、知らぬ人は何とか見けん
（３３）
○また一時近くなるほどに～ありしなるべし（３３）

○身の浮かぶ瀬あらじ
（３０）
○相沢謙吉（３１）
○助けの綱（３２）

８

○相沢謙吉（３１）
○免官（３１）
○休息所（３３）

８

○余は別に一種の見識を長じき（３５）
○そをいかにといふに、およそ民間学の流布した
ることは、欧州諸国の間にて独逸に若くはなから
ん（３５）
○同郷の留学生などのおほかたは、夢にも知らぬ
境地に至りぬ（３５）

○ 我 が 学 問 は 荒 み ぬ
（３４．３５）
○法令条目の枯れ葉（３４）
○一隻の眼孔（３５）

９○学問（３４．３５）

○議論（３５）
○留学生（３５）

９

○今朝は日曜なれば家に在れど、心は楽しからず。
（３７）
○否、かく衣を更めたまふを見れば、なにとなく
我が豊太郎の君とは見えず・よしや富貴になりた
まふ日はありとも、我をば見棄てたまはじ（３９）

○大臣は見たくもなし（４０）

○氷・雀の死・おぼつかな
し（３６）

○手紙・不興なる面もち
（３９）
○エリス・富貴・見棄てた
まはじ（３９）

１０○冬は来にけり（３６）
○朝に戸を開けば飢ゑ凍え
し雀の落ちて死にたるも哀
れなり（３６）
○心は楽しからず（３７）

１０

○なにゆゑにかく不興なる
面もちを見せたまふか
（３９）
○我が豊太郎の君とは見え
ず（３９）
○微笑（４０）

１１
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○貧しきが中にも楽しきは今の生活、棄て難きは
エリスが愛（４４）
○余は守るところを失はじと思ひて、己に敵する
ものには抗抵すれども、友に対して否とはえ対へ
ぬが常なり（４４）
○別れて出づれば風面を撲てり。二重の玻璃窓を
きびしく鎖して、～午後四時の寒さはことさらに
堪へがたく、膚粟立つとともに、余は心の中に一
種の寒さを覚えき（４５）

○生路（４２）
○弱き心（４３）
○信用（４３）

１１○相沢（４１）
○諫むる（４３）

１２

○重霧（４４）

○寒さはことさらに堪へが
たく（４５）

１３

○いかで命に従はざらん（４７）

○出で行くあとに残らんも物憂かるべく、また停
車場にて涙こぼしなどしたらんにはうしろめたか
るべければとて（４９）
○青雲の上におとしたり（５０）

○いかで命に従はざらん
（４７）
○常ならぬ身（４８）
○偽りなき我が心（４８）

１２○いかで命に従はざらん
（４７）
○偽りなき我が心を厚く信
じたれば（４８）

１４

○心細きこと（４９）
○うしろめたかる（４９）
○この間仏蘭西語～余なり
き（５０）

１５

○袂を分かつはただ一瞬の苦艱なりと思ひしは迷
ひなりけり（５２）
○本国に帰りて後もともにかくてあらば云々（５４）

○エリス（５１）
○文（５１）

○地位（職・未来・望み）
（５３）

１３○忘れざりき（５１）
○灯火（５１）
○第一の文（５１）

１６

○我が地位（５３）
○胸中の鏡（５３）

１７

○独逸に来し初めに、自ら我が本領を悟りきと思
ひて、また器械的人物とはならじと誓ひしが、～
誇りしにはあらずや。（５５）
○よくぞ帰り来たまひし。帰りたまはずば我が命
は絶えなんを（５６）
○戸の外に出で迎へし～エリスはうち笑みつつこ
れを指さして～取り上ぐるを見れば襁褓なりき。
「我が心の～君に似て黒きひとみをや～よもあだし
名をば名のらせたまはじ。」～見上げたる目には涙
満ちたり（５９．６０）

○寂然たり（５５）

○低徊踟躊（５７）

○あだし名（６０）

１４○糸（５５）

○我が心（５７）

１８

○襁褓（６０）
○黒きひとみ（６０）
○涙満ちたり（６０）

１９

○さまざまの係累もやあらんと相沢に問ひしに、
さることなしと聞きて落ち居たりとのたまふ（６１）
○帰りてエリスに何とか言はん（６２）
○我が脳中にはただただ我はゆるすべからぬ罪人
なりと思ふ心のみ満ち満ちたりき（６４）

○心の錯乱（６２）
○罪人（６４）

○死人（６６）

１５○特操なき心（６１）
○承りはべり（６１）
○罪人（６４）

２０

○一星の火（６５）
○痛み（６５）
○雪（６６）

２１

○この恩人は彼を精神的に殺ししなり（６８）
○我が豊太郎ぬし、かくまでに我をば欺きたまひ
しか（６９）
○エリスが生ける屍を抱きて千行の涙をそそぎし
は幾たびぞ（７１）

○恩人は彼を精神的に殺し
しなり（６８）
○襁褓（６９）
○生ける屍を抱きて千行の
涙をそそぎしは幾たびぞ
（７１）

１６○精神的に殺ししなり
（６８）
○精神の作用はほとんど全
く廃して（７０）
○生ける屍（７１）

２２

○嗚呼、相沢謙吉がごとき良友は世にまた得難か
るべし（７２）
○良友（７２）
○されど・脳裏に一点（７２）

○相沢謙吉（７２）
○良友（７２）
○我が脳裡に一点の彼を憎
むこころ（７２）

１７
○良友（７２）
○憎むこころ（７２）
○今日（７２）

２３



─　　─７０

【 資 料 ４ 】




